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副題

□１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上

□２.環境 □６.景観

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 4

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1
開発目標 ■2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 2
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上

■4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 4
従来技術名：
1.経済性 ■1.向上（7.9％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（50％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 北陽建設株式会社

株式会社エフケーケー
販売会社 同左 協会名

会社名： 住所：長野県大町市社５３７７

技術 担当部署： TEL：
FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：
FAX：

担当者名： mail:

（概要）

・専用金網型枠とモルタル吹付により不陸調整台座を作り受圧板の設置面の不陸を平坦にする技術である。従
来は現場で木製型枠を受圧板寸法に合わせて切断、設置し、コンクリート打設により作っていた。本技術によ
り現場作業が省力化でき工事費縮減や工期短縮が期待できる。また吹付モルタルにより高所法面での施工が容
易となった。
・自然斜面や切土法面、ブロック積みやコンクリート擁壁等の補強対策に用いるグラウンドアンカー、地すべ
り対策事業や災害復旧事業に伴うグラウンドアンカー工事等に適用でき、様々な受圧板の寸法、規格に合わせ
て不陸調整枠を作成することができる。
・受圧板の設置角度を不陸調整枠を用いて調整できるので、緩い斜面に低角度で打設する場合や水平方向の角
度調整を必要とするグラウンドアンカーの設計が可能である。

特販部 0263-86-3310

福澤真人

株式会社エフケーケー
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■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

問合せ先

北陽建設株式会社

技術管理室
0261-22-1170

浅井博憲

0261-23-5310

0263-86-3700

akiyama@nfkk.jp

h.asai@hokuyo-net.co.jp

変更受付年月日

専用金網型枠とモルタル吹付により不陸調整台座を作り、グラウンドアンカーの受圧板を設置
する斜面や擁壁面の不陸を平滑にする技術

開発年

キーワード

国土交通省への
登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

北陸地方整備局 令和5年9月12日

7.9%
50%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 エフケー不陸調整枠工法
収受受付年月日 令和6年5月17日

番号：
1

1-1-3.共通工／法面工

評価（事前・事後）

分類

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

HR-230003-A 事後評価

活用の効果

現場打ちコンクリート不陸調整工

mailto:akiyama@nfkk.jp
mailto:h.asai@hokuyo-net.co.jp
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（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・特殊形状や標準規格以外の受圧板サイズの場合、不陸調整枠の構造図から作成するため、製造から出荷まで
の納期が長くなる。

（長　所）
・各種受圧板の規格で組み立てたプレキャスト金網型枠のため現場施工が早い。
・中詰め材を吹付モルタルに変えたことで養生期間の短縮や高所法面の施工が可能。
・受圧板の仰角や水平角の調整が必要な場合、補助金網を併用することで角度調整が可能。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

・令和５年度国土交通省土木工事標準積算基準書：令和５年５月
・エフケー不陸調整枠(FKサポーター)　標準積算資料　第２版：令和元年１０月

・のり面保護工施工管理技術テキスト　改定版第３版
　　　　　　　　　　　　　　　　（社）全国特定法面保護協会　平成３０年５月
・エフケー不陸調整枠　技術マニュアル　第２版　令和元年１０月
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①補助アンカーピンの設置
・アンカー削孔位置を測量し、エフケー不陸調整枠の位置出しを行う。
・削岩機等により補助アンカーピンを打設する。
②エフケー不陸調整枠の設置
・補助アンカーピンとエフケー不陸調整枠とを結束線で接合し斜面に設置する。
③金網枠内のモルタル吹付
・湿式モルタル、コンクリート吹付機によりモルタルを金網型枠内に吹付ける。
④吹付表面の平滑仕上げ
・モルタル吹付表面を専用L型鋼材（定規材）やコテを用いて表面の平滑仕上げを行う。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

受圧板規格
1）クロスタイプ（2.0×2.0）33,200円/基、2）セミスクエアタイプ(2.0×2.0)26,000円/基
   クロスタイプ（3.0×3.0）47,600円/基、   セミスクエアタイプ(3.0×3.0)43,400円/基

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
エフケー不陸調整枠(FKサポーター)　カタログ



登録No. 1805

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号
特許番号 第5907443

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日
評価・証明

制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号
その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日
よる証明

証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

1）特殊形状の受圧板に対する構造図作成の効率化と製造納期の短縮。
2）エフケー不陸調整枠の製品の軽量化。

・エフケー不陸調整枠の設置、モルタル吹付、表面コテ仕上げの一連の作業方法を確認すると共に、出来栄えや出来形、施工性を現場試
験で確認した。

添付資料：「エフケー不陸調整枠工　開発報告書（現場試験報告書）」

・日平均気温２５℃以上の暑中時や４℃以下の寒中時は適切な養生対策を講じて吹付施工を行う。
・斜面の不陸が激しい場所は吹付モルタルの漏れ防止としてT字金網、フラット金網と地山との間に補助金網を設置する。

（適用できる条件）
・急傾斜地、地すべり地、崩壊斜面、ブロック積みやコンクリート擁壁、吹付法面、切土法面
・高所の不陸法面に不陸調整台座を作りアンカー工事を実施する現場
・地すべり対策アンカーなどで受圧板の傾斜角度調整や水平方向角度調整が必要な現場

・受圧板サイズが大型で運搬トラックの荷台に収まらない場合、製品を半分に分割した「分割タイプ仕様」を設計する。
・不陸５ｃｍ以上の斜面や受圧板に仰角や水平角の補正を行う場合には「補助金網」を別途使用する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 エフケー不陸調整枠工法

A-3

（適用できない条件）
・法面から湧水が多くモルタル吹付の施工ができない場所
・吹付プラントから吹付箇所までのホース延長が１００ｍを超える場合や、法面垂直高45ｍを超える場合
・狭隘な施工現場でモルタル吹付やアンカー施工ができない場所
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実績件数 公共機関 102 民間

発　注　者 施工時期
中部地方整備局
浜松河川国道事務所

2022/11/4～
2022/12/20

熱海市 2023/5/23～
2023/7/20

NEXCO中日本高速道路(株) 2022/5/17～
2022/8/20

中部地方整備局
設楽ﾀﾞﾑ工事事務所

2023/11/17～
2023/12/23

中部地方整備局
天竜川上流河川事務所

2019/7/10～
2021/3/29

長野県飯田建設事務所 2023/11/27～
2023/12/25

筑北村 2023/11/17～
2024/2/20

令和元年度天竜川水系中田切川第３砂防
堰堤除石工事
(駒ケ根市赤穂地先)

令和4年度国補道路改築（道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ）工
事
（長野県下伊那郡大鹿村下榑渡橋）

令和３年度1号掛川地区法面防災工事
（静岡県掛川市宮脇地内）

大黒崎地内市有地　法面崩壊対策工事
（静岡県熱海市泉元門川分字大黒崎地内）

東名高速道路（特定更新等）静岡IC～焼津
IC間　小坂地区ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ補修工事
(静岡県静岡市小坂地区)

令和4年度設楽ﾀﾞﾑ大名倉地区斜面対策工
事
(愛知県北設楽郡設楽町地内)

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 エフケー不陸調整枠工法

工　事　名

令和5年度公共土木施設災害復旧工事
（長野県東筑摩郡筑北村西条村道向山線）
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施工手順：⑤ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰの施工 施工手順：⑥受圧板の設置完了

施工手順：③金網枠内へﾓﾙﾀﾙ吹付 施工手順：④不陸調整台座の完成

施工手順：①補助ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの設置 施工手順：②ｴﾌｹｰ不陸調整枠の設置

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 エフケー不陸調整枠工法

A-5


